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総括質問� 総括質問�

市民生活の安全・安心を
掲げたまちづくりを

▲大災害を想定した総合防災訓練

議
員

減
災
対
策
は
最
悪
と
思

わ
れ
る
事
態
を
想
定
し
た
考
え

の
も
と
、
施
策
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
市
民

の
協
力
も
有
事
の
際
に
は
不
可

欠
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
防
災

意
識
を
高
め
る
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長

平
成
１８
年
度
の
主
な
減

災
対
策
と
し
て
「
戸
田
市
地
域

防
災
計
画
」
を
大
幅
に
改
訂
す

る
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
住
民

懇
談
会
な
ど
を
計
画
し
て
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
自
助
・
共
助
を
基
本

と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
引
き

続
き
実
施
し
、
災
害
時
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
啓
発
し

て
い
く
。

議
員

平
成
１８
年
度
に
お
け
る

本
市
へ
の
影
響
と
、
廃
止
さ
れ

る
補
助
金
の
う
ち
、
大
き
な
影

響
を
受
け
る
事
業
は
。
そ
し
て
、

今
後
へ
の
影
響
が
あ
る
か
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

市
長

平
成
１８
年
度
に
廃
止
縮

減
さ
れ
る
補
助
負
担
金
の
う
ち
、

本
市
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
な
も

の
は
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
並
び
に
公
営
住
宅
家
賃
補

助
な
ど
で
あ
る
。
将
来
へ
の
影

響
は
、
財
源
確
保
の
た
め
、
よ

り
一
層
の
税
収
確
保
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

議
員

昨
年
の
市
内
犯
罪
状
況

と
２
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活

動
状
況
は
。
新
た
に
Ｉ
Ｔ
機
器

等
を
活
用
し
た
防
犯
情
報
の
適

用
は
。
さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
継
続
を
す
る
の
か
。

市
長

昨
年
の
全
犯
罪
発
生
件

数
は
、
概
ね
２
０
０
件
の
減
少

の
４
３
１
３
件
。
２
安
全
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
開
設
以
来
、
多
く

の
町
会
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

参
加
し
、
様
々
な
相
談
や
事
案

を
扱
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
を

利
用
し
、
希
望
者
や
自
主
防
犯

活
動
を
行
う
団
体
、
個
人
の
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
防
犯
情

報
を
配
信
す
る
。
本
年
度
実
施

し
た
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
引
き
続
き
行

い
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
う
。

志政クラブ　石井 民雄　議員

効率的な市政の実現の
ための経営改革推進は

▲市民の足として定着してきたトコバス

議
員

経
営
改
革
プ
ラ
ン
策
定

は
１７
年
度
末
の
決
定
を
目
指
し

て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
現
状
の
本
市
の
仕

事
の
間
口
、
守
備
範
囲
に
つ
い

て
「
事
業
の
仕
分
け
」
を
行
っ

て
は
ど
う
か
を
提
案
し
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

市
長

事
業
の
仕
分
け
は
、
事

業
自
体
の
要
否
及
び
実
施
主
体

に
つ
い
て
抜
本
的
な
検
討
を
行

う
も
の
で
、
効
率
的
な
地
方
政

府
を
実
現
す
る
議
論
の
大
前
提

と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
先
行
地
方
自
治
体
の
状
況
、

国
の
動
向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら

研
究
す
る
。

議
員

行
政
評
価
の
た
め
に
事

前
・
事
後
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

す
る
職
員
は
相
当
な
労
力
が
費

や
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
簡
素

な
現
場
対
応
型
の
シ
ー
ト
に
見

直
す
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

行
政
評
価
は
、
現
在
、

事
務
事
業
評
価
及
び
施
策
評
価

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
１７

年
度
ま
で
を
試
行
期
間
と
位
置

づ
け
、
評
価
制
度
導
入
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
評
価
シ
ー
ト
作
成
に
か

か
る
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、

効
率
化
を
図
る
た
め
、
随
時
改

善
を
行
っ
て
き
た
。
行
政
評
価

の
主
な
目
的
に
は
、
職
員
意
識

の
改
革
、
行
政
内
部
の
効
率
化
、

市
民
へ
の
説
明
責
任
の
遂
行
が

あ
る
。
今
後
は
、
評
価
の
意
思

決
定
に
当
た
り
、
事
業
展
開
の

基
準
を
明
確
に
し
な
が
ら
運
用

を
行
い
、
効
率
化
の
成
果
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

議
員

漓
健
康
福
祉
の
杜
第
２

期
整
備
事
業
の
見
通
し
を
伺
い

た
い
。
滷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
東
循
環
の
２
路
線
化
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

漓
本
整
備
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
計
画
案
に
保
健

機
能
、
子
育
て
支
援
機
能
を
加

え
る
な
ど
、
広
く
市
民
の
福
祉

の
向
上
に
役
立
つ
施
設
機
能
を

見
極
め
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

滷
東
循
環
の
更
な
る
充
実
は
、

利
用
状
況
の
見
込
み
や
市
民
の

要
望
、
ま
た
財
政
支
出
等
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

公明党　神谷 雄三　議員

市民との協働への取組は

▲今年は平和都市宣言20周年記念の年です（平和像）

議
員

市
政
運
営
の
基
本
方
針

の
中
で
、
協
働
へ
の
取
組
は
行

政
の
持
つ
情
報
を
積
極
的
に
提

供
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
く

の
か
。

市
長

情
報
の
共
有
は
不
可
欠

で
あ
り
、
行
政
の
積
極
的
な
情

報
提
供
の
姿
勢
が
、
互
い
の
信

頼
感
を
醸
成
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
具
体
的
な
取
組
は
、

新
年
度
よ
り
「（
仮
称
）
行
政

経
営
白
書
」
の
試
作
を
行
っ
て

い
く
。
こ
れ
は
、
総
合
振
興
計

画
の
施
策
・
事
業
の
進
捗
状

況
、
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗

状
況
、
財
政
状
況
な
ど
を
と
り

ま
と
め
る
も
の
で
、
今
後
協
働

に
当
た
っ
て
の
有
効
な
ツ
ー
ル

と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

子
育
て
世
代
の
親
に
と

っ
て
、
小
児
の
救
急
医
療
体
制

は
不
安
な
問
題
で
あ
る
。
今
回
、

市
内
の
医
療
機
関
の
協
力
を
得

て
診
療
体
制
を
拡
充
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
内
容
で
行
う
も
の
か
。

市
長

地
域
救
急
医
療
体
制
の

強
化
の
検
討
を
重
ね
て
い
た
が
、

今
回
、
小
児
の
二
次
救
急
医
療

を
実
施
し
て
い
る
戸
田
中
央
総

合
病
院
と
の
間
で
、
平
日
夜
間

急
患
診
療
所
が
終
了
し
た
後
の
、

午
後
１０
時
３０
分
か
ら
翌
朝
に
か

け
て
の
夜
間
小
児
一
次
救
急
診

療
の
実
施
に
向
け
て
、
現
在
協

議
を
進
め
て
い
る
。

議
員

市
制
施
行
４０
周
年
で
記

念
音
楽
祭
を
開
催
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
平
和
都
市
宣
言
２０
周

年
記
念
事
業
も
あ
わ
せ
て
盛
大

に
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

平
和
都
市
宣
言
２０
周
年

記
念
事
業
は
、
昨
年
度
ま
で
の

中
学
生
か
ら
募
集
し
た
平
和
作

文
に
代
え
て
、
広
く
市
民
か
ら

平
和
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
、

入
選
作
品
を
市
の
封
筒
等
に
印

刷
す
る
な
ど
し
、
啓
発
活
動
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

２０
周
年
を
記
念
し
て
小
･
中
･

高
校
生
の
親
子
計
３
組
を
、
平

和
大
使
と
し
て
広
島
市
に
派
遣

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

日本共産党　望月 久晴　議員

企業誘致と
企業の定着化を

▲医療保健センターの建て替え計画が変更に

議
員

都
市
型
企
業
の
誘
致
に

つ
い
て
の
政
策
と
、
企
業
の
定

着
化
を
図
る
た
め
の
政
策
、
用

途
地
域
の
見
直
し
、
工
業
地
域

の
保
全
の
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
長

企
業
誘
致
は
既
存
産
業

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
た
い
。
企
業
の
流
出
防
止
は
、

企
業
へ
の
訪
問
や
情
報
交
換
会

な
ど
企
業
集
積
基
本
計
画
の
中

で
も
検
討
し
た
い
。
用
途
地
域

の
見
直
し
に
お
い
て
も
十
分
な

周
知
を
図
る
。
企
業
の
定
着
性

を
目
指
し
た
土
地
利
用
純
化
型

の
地
区
計
画
を
定
め
る
。

議
員

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
分

離
建
て
替
え
の
複
合
施
設
事
業

予
算
が
、
ど
の
よ
う
な
論
議
を

経
て
平
成
１８
年
度
に
は
計
上
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。
４
拠
点
構

想
や
こ
ど
も
の
国
再
整
備
は
ど

う
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

本
事
業
の
候
補
地
に
こ

ど
も
の
国
が
選
定
さ
れ
て
い
た

が
、
新
曽
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
健
康
福

祉
の
杜
第
２
期
事
業
用
地
の
活

用
が
可
能
と
の
見
通
し
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、
計
画
の
変
更
を

決
断
し
た
。
４
拠
点
構
想
で
は
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
市

役
所
の
敷
地
に
建
設
し
、
活
用

を
図
る
。
子
育
て
支
援
機
能
と

保
健
機
能
は
、
健
康
福
祉
の
杜

用
地
に
建
設
す
る
。
こ
ど
も
の

国
は
、
当
面
は
現
状
の
施
設
を

維
持
・
管
理
し
な
が
ら
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

議
員

戸
田
南
小
学
校
、
戸
田

第
一
小
学
校
の
教
室
不
足
対
策

と
し
て
の
予
算
措
置
は
さ
れ
て

お
ら
ず
、
戸
田
南
小
学
校
の
プ

レ
ハ
ブ
特
別
教
室
の
解
消
を
ど

の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
の
か
。

市
長

教
室
不
足
の
今
後
の
見

通
し
は
、
庁
内
組
織
で
あ
る
戸

田
市
児
童
・
生
徒
増
対
策
検
討

委
員
会
に
て
検
討
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
児
童
生
徒
数
見
込

調
査
に
よ
る
と
、
両
校
と
も
に

児
童
数
の
伸
び
は
見
ら
れ
ず
、

今
後
、
適
切
な
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

民主クラブ　高橋 秀樹　議員

三
位
一
体
の
具
体
的
影
響
は

防

犯

対

策

は

ト
コ
バ
ス
東
循
環
２
路
線
化
を

小
児
の
救
急
医
療
体
制
は

平
和
都
市
宣
言

２０
周
年
の
記
念
事
業
は

小
学
校
の
教
室
不
足
対
策
は

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
は


